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1. はじめに

水路部では昭和53年度から 10 0万分の l海底地形図シリーズ（全体を 5図で構成）の作成を開始し、とれ

まで「北海道J~ 「東北日本」、 「中部日本」の 3図を刊行し、現在、 4図自の「西南日本」を編集中である。

さらにシリーズ最後の「南西諸島」は昭和59年度の刊行を計画している。

本シリーズの作成目的・特色（歴史的意義）・主友作成仕様等Kついては Imayoshi et al. , ( 1 9 8 1 ) , 

八島ほか（ 1982)VL述べてあるが、ととでも目的、特色Kついて簡単Kふれる。

作成目的は、主として 20万分の 1大陸棚の海の基本図の測量成果を集大成し、基本図成果及びGEBC O資

料等K基づいて海溝域から島孤背後の海盆域までの日本列島周辺の海底地形を詳細K表現した図を作成するとと

Kある。

特色の第ーは等深線の間隔である。本シリーズでは 10 0メートノレ間隔で海底地形を詳細K表現したが、世界

的Vてみても縮尺 10 0万分の l前後の図では画期的左試みであり、従来の例では 20 0メートノレ、 25 0メート

ル、 10 0ファソ．ムが一般的であった。

特色の第二は、初めから海底地形図作成を目的とした祖IJ量成果を主資料として図を編集したととである。これ

まで、我が国で作成された小縮尺海底地形sは我が国の海底地形図作成史上Kかいて、それぞれ歴史的意義を持

つものであるが、とれらの図はすべて航海用の海図を作成するためK収集された多くの水深資料を編集するとと

Kより作成されている。外国の場合も、との例K漏れず、との点での意義も大きい。

本シリーズは以上のような目的、特色を持つが、本論では図の主左構成、編集 ・製図の主友作業基準・内容、

図の表現上の問題点Kついて述べる口

2. 1 0 0万分の 1海底地形図シリーズの構成

¥1) 包含区域

2 3° N～4 6° N , 1 2 2° 5 0’E～148° EVL含まれる日本列島周辺の海溝から島孤背後の海盆域ま

でを 5図で包含する。

各図どとの包含区域は大地形区を考慮しであれそれぞれの図は若干の重複部を持つ。（第 1図参照〉
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(2）紙の大きさ、図積、紙質

紙の大きさ、図積はそれぞれ、全紙

( B列本判〉、約 10 9×7 7センチ

メート ノレで、図積は図幅どとK多少異

友る。紙質は 90グラム／平方メート

ノレ海図用紙とする。

(3）投影法

投影法は地形図として重要な要件で

ある地形の形状をできるだけ正しし

面積の歪みをできるだけ少左〈する観

点からランベルト正角円錐図法 （2標

準緯線）を採用し、標準緯締は5図共

通の 30° Nと43°N Vとする。標準緯

線を共通とする利点として、 各図

幅が連続図として接合できるととがあ

る。

シリーズの各地点での歪みは第2図

K示すとなりで、シリーズ全体として

は距離の誤差は 0.59 t1i、面積の誤差

は 1.21 <!Iiであり海底地形図としての

要件を満たしている。

(4) 経緯度格線及び目盛

ランベルト正角円錐図法VLi>~ける位

置記入等を容易Kするため経緯度格綿

はlo どと、経緯度目盛は輪郭と中央

の緯線、経綿VL1 I どとに記入する。

(5) 文字

地名及び欄外注記は、日本語及び日

本語K対応するローマ字・英語を併記

する。

(6) 色調・色数

海部、陸部とも淡〈軟らか念色調で

統一するととにし、全体で 9色を使用

する。各色の使い分けは以下のとなり。

G還・・輪郭、欄外注記、地名、標高、

水深、墨アミ （1 0～2 5 <!Ii ）…市街

地、県境、狽IJ深線、測深点、採用資料

区域、＠紺藍…等深練、海岸線、深度

第 1図 1 0 0万分の 1海底地形図シリーズの刊行区域
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指示水深、③濃セピア…等高線、高度指示数字、任溝茶、⑤中茶、⑥濃茶…陸部高度6段彩、 d溝藍、③中薄藍、

⑨濃薄藍…海部深度9段彩

(7）・海底地形の信頼度表示

海底地形測量は線の測量であり、調IJ線の聞は既存の水深や地球科学的資料K基づいて、等深線の描画を行って

いる。乙の場合でも現在の地球科学の知識に基づく停献の図K過ぎだtいわけで、どのよう友資料K基づき等深線

を描いたかを示し、別の解釈もありうるととを明示する必要がある。本ツリーズでは図中K密担IJ区域（基本図調IJ

量）・調IJ線・担IJ点を灰色（墨のアミ）で等深線と重ね合わせて図示し、欄外Kは資料索引図を用いて資料の種類

．年別の区別を明示する。

3. 編集・製図の主な作業基準・内容

(1) 採用資料

海部…… 20万分の l大陸棚の海の基本図測量成果、 5万分の l～50万分の 1海洋酒IJ量測量成果、 10 0 

万分の 1大洋水深図（水深図、オーバーレイ、航跡図〉、 5万分の l沿岸の海の基本図測量成果

陸部……国土地理院刊行の 10 0万分の 1国際図、 50万分の 1地方図

tr ~~、各図幅K採用された海部の主資料は第一表のとなりである。

(2) 資料の調整

海部、陸部の諸資料Kついて、刊行図の縮尺、投影法K合わせるため写真技術を用いて調整を行った。

i 2 0万分の 1大陸棚の海の基本図測量成果（ UTM図法）は写真的K約1/5VC縮図するととKより、刊行

図の経緯綜網K近似の経緯綿網を得るととができた。

ii 1 0 0万分の l大洋水深図（基準緯度… 35°，メノレカトノレ図法〉の経緯線網は刊行図の経緯綜網とか友 b

異在るため、とくK工夫を要した。す左わち、でき上がりの誤差を考慮して適当左緯度帯どとK細か〈分割し、

各緯度帯どとKアオリをかけて写真撮影（四六全判大型製版カメラKよる〉するととKより、伸図・縮図と同時

K干IJ行図の経緯糠網K近似の経緯線網を得るととができた。緯度帯の分割は刊行図の標準緯線と資料図の基準緯

度との関係Kよって多少異なった。

iii陸部資料は干桁図と同l波影法である科離緯線カ：異在っている。しかレj告［ゆK分割すれば、作図上は相似形と見在し

でも良いので、一定の緯度帯K分割し写真的K拡大・縮小を行い刊行図の経緯綿網と近似の経緯線網を得た。

第 1表海部牒用資料（主資料〉一覧表

資料名 旦堕~ 北海道 東北日本 中部日本 西南日本

2 0万分の l大陸棚の海の基本図
1 1図 1 6図 1 6図 2 6図

海底地形図

2 0万分の l大陸棚の海の基本図

海底地形担IJ量原図
1 1 1 6 1 2 1 3 

5万分の1～50万分の l

海洋lj¥IJ量淑IJ量原図
1 7 1 。

1 0 0万分の l大洋水深図 4 4 3 6 

5万分の l沿岸の海の基本図

海底地形測量原図
8 3 9 7 
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(3）編集図の作成

編集は通常の海図等編集の場合のよう VL1枚の編集図にまとめあげるのでは左〈、 30 0番のプラスチックベ

ースを用いて一定の項目どとVL3枚の図K描き分けた。ととでは等深綿と海底地形名称についてのみ述べる。

i 等深糠描画

2 0万分の l大陸棚の海の基本図測量成果が利用できる海域では、資料K忠実K等深綿の凹凸を描画し、原則

として等深線の総描は行わなかった。給、描を行うべきかどうかKついては意見が分かれるととろである。つま b

等深線の凹凸はそれぞれK地形的友意味を持つものであるから、製図技術的K可能念限りまで詳細K描画すべき

であるという意見と、縮尺を考慮K入れ、図を見易す〈するため、ある程度の総描を行うべきであるという意見

である。後者の意見を採用する場合でも、総描の度合は日本列島周辺の海底地形全体を把握した上で決めるべき

性質のものであり、今回は前者の意見を採用した。

1 0 0万分の 1大洋水深図から 10 0メートノレ等深線を作成するK際してはか宏りの困難が伴った。す左わち

大洋水深図オーバーレイ Kは50 0メートノレ間隔の等深線のみが図載されてなb、図載水深から 10 0メートノレ

等深線を作成するからである口との図載水深の数は場所Kより密度Kか左りのバラツキがあり、数の多い所では

等深線を比較的容易K描くととが可能であるが、数の少設い所では解釈Kよb等深糠を描かざるを得左かった。

一方、図載水深数が多い所でも、水深値K忠実K等深綿を描画すると大洋水深図図載の50 0メートノレ等深締

と非調和的k1.lる所もみられ苦慮したが、との場合は水深値を鮒見して等深線を作成するととKした。

ii 海底地形名称

海底地形名称は、できる限り詳細K図載するという原則で 20万分の l大陸棚海の基本図図載のものはすべて
2) 

採用した。海底地形名称、は「海底地名打合せ会JVLより決定されたものを、海洋名の英名称、は IHO（国際水路

機関）で決定されているものを採用した。

(4）製図作業

製図作業は着墨法と写植の貼込法Kより、 50 0番のプラスチックベース上で色刷どとK分版して行った。

主左描画基準と地名の字体は以下のと bりである。

描画基準（線の幅） 海岸線…… 0.2ミリメートノレ

等深線……主曲線…… 10 0メートルどとVL0. 1 2ミリメートル、ただし20 0メー

トノレのみ 0.3ミリメートノレ

計曲線・・….5 0 0メートルどと K0.3ミリメートル

補助等深線…・・・ 50メートノレどと VL0. 1 2ミリメートルで長さ 0.4ミリメートルの破

線

字体 行政地名（地方名・県名・主要都市名）……明朝体（立体）、ローマ字はセンチュリースクールブッ

ク体（立体）

自然、地形名（山岳・河川・湖・島唄・岬・海洋・海峡・離・湾左ど）……明朝体（立体）、ローマ字

・英名称、はセンチュリースクールブック体（立体または斜体〉

海底地形名（海溝・海盆・海山・海丘・海脚・海底谷友ど）……ゴシック体（立体）、ローマ字、英

名称はゴシック体（立体または斜体〉
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4. 表現上の問題点

(1)・海底地形表現の連続性

刊行図を大観すると、 20万分の 1大陸棚の海の基本図測量成果Kより等深線が描画された部分と大洋水深図

等Kよb等深線が描画された部分の等深線の形状の違いは明白で図表現上、断続的左印象を与える。つまり後者

の部分の等深線は前者の部分K比べ丸みをもっていて間延びした感があり、地形学的K不自然、と思われるような

等深線も見受けられる。との理由の一つKは、前者の部分K比べ後者の部分では海底地形の規模が大きく、凹凸

の変化が乏しい場所K当たっているとともあるが、等深線は大洋水深図の図載水深を基Kして作成されたととが

主左理由である。

つまり、問題の地域の等深線は今後描き改められる可能性が大きいわけで、ととK前K述べた資料の信頼度表

示C意義がある。

結論として、との点Kついては基本的K資料不足K原因があるわけで、今後の調査K待つより方法がない。

(2）深度表現

小縮尺海底地形図の目的の一つは、直観的K地形の大勢が把握できるととである。本シリーズでは等深線と段

彩法Kより海底起伏を表現した。しかし、一部K、深所の方が浅所より浅いような逆の印象を与える部分が見受

けられる。

とれは段彩の色調と等深線の線の太さK関係しているのではなかろうか、す左わち 20 0メートノレ及び50 0 

メートルどとの計曲線K0. 3ミリメートルとか左り太い線を用いているため、等深線は判読しやすいが、等深線

が宮、K収束している部分では暗い感じを与え、隣接の深所より、更K深い印象を与えているためのようである。

一案としては、すべての等深線の太さを 0.1ミリメートノレK統ーする方法、言十曲線を現在の 50 0メートノレか

ら1.0 0 0メートノレとし、線の太さを 0.1 5～0. 2ミリメートル程度K改める方法衣どが考えられる。いずれK

せよ陸上の等高線K比べ、等深線は太〈強すぎるきらいがあるが、着墨法では現在の太さが限界であれとの点

を解決するKはスクライブ法を採用するしか左いだろう。

との陪か、現在は段彩の色調の変化を比較的漸移的K行っているが、小縮尺海底地形図の目的から言って、大

陸棚、海溝、大洋底と言った大地形区分が容易K分かるよう Kするため、それらの境の部分で色調の変化K落差

を設ける方法もある。との方法の場合も日本周辺の海底地形全体を把握した上で色調を決めるべき性質のもので

あるが一考K値する考え方である。

(3) 海部の地名表現

本シリーズでは、海部の地形名称、はできる限P詳細K図載するという方針で 20万分の l大陸棚の海の基本図

K図載されている海底地形名はほ・ぽ全面的K採用した。との方法だと本シリーズKより日本列島周辺の中規模以

上の海底地形は全て一覧できる利点がある。

反面、全体的K内容が繁雑K左bすぎて、図全体を暗〈し、地形表現を見vc< ＜している部分があるのも事実

である。

以上の観点から、縮尺が 10 0万分の 1である ζとを考慮して、名称を図載すべき海底地形の規模を検討する

ととも必要となろう。

5. おわりに

本シリーズの海底地形図はわが国の海底地形図作成史上にないて、歴史的意義をもつものであるととは間違い

ない。
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しかし、とれまで述べたように色調の問題も含め、表現法の点で検討すべき点は少友〈友い。現時点では図は

シリーズ全体のうち3図のみが刊行された段階であり、 5図全体が完成した時点で全体を大観し、表現法の問題

点Kついて検討を加えてみたい。
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